
●市長、副市長および収入役の期末手当の削減について 

 
１ 理由等 

本市を取り巻く、引き続く厳しい社会経済情勢や、本市の置かれている厳しい財
政状況等を考慮し、自らの期末手当を削減することにより、現在進めている行財政
改革をより一層進めるという決意を示すこととしました。 
 

・ この削減により、三役の年収は政令指定都市において、各都市で実施している
削減措置後の年収で比較しても、三役すべて 13 番目（最下位）となる。 

・ 市長においては、この削減により年収が約 1千９百万円（約３百万円減）とな
り、年収に対する削減率は約 14％となる。また、給料月額の削減に置き換えると、
約 15％の削減に相当する。（神戸の 20％に次いで、二番目に高い削減率となる） 

・ 給料月額については、他都市と比較して決して高い水準になっておらず、より
大きい効果を得るために期末手当を下げることとした。 

 
２ 削減内容 
(1) 削減割合 

役 職 削減割合 
市 長 ５０ ％ 
副市長 ４０ ％ 
収入役 ３０ ％ 

(2) 削減期間 
平成 16 年 12 月から市長の任期中とする。 

 
３ 改正のスケジュール等 

◎平成 16 年４定（平成 16 年 11 月 29 日招集）に当初提案予定 
・議案名 札幌市職員給与条例及び札幌市特別職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例 
 

【参考】 

◎ 平成 16年 12月期末手当（1.70 月分）の支給額（削減後） 
（単位：円） 

役 職 現行支給額 削減割合 削減額 削減後支給額 

市 長 3,233,536 ５０％ 1,616,768 1,616,768 

副市長 2,601,986 ４０％ 1,040,795 1,561,191 

収入役 2,197,794 ３０％ 659,339 1,538,455 
 
◎ 削減後の三役の年収 

（単位：円） 

役 職 現行年収 削減額 年収[削減後] 削減率 

市 長 22,328,164 3,138,432 19,189,732 14.1 % 

副市長 18,012,214 2,020,366 15,991,848 11.2 % 

収入役 15,250,006 1,279,892 13,970,114 8.4 % 

 

問い合わせ先：総務局職員部勤労課 電話２１１－２０８２ 

 


